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藤平鑑別表による
ニューラルネッワーク 診断支援システム

開発目的

漢方医学は

~ 西洋医学の診断治療体系とは全く異なる経験則に基づく。
診断の論拠は傷寒論などの古典に記載されていて理解しにくい。
関心をもつ医師でないと系統だった学習がしにくい。

~ 臨床検査や画像診断などの客観的な指標が少ない。

~ 江戸時代までの伝統が明治維新後の医師法で途絶されたため，
現代医学の本流ではなく最近になり医学教育に基本が取り入れられた。

初学者は馴れるのに時間がかかり努力を要する。



慢性頭痛・偏頭痛への漢方処方
藤平健 : 漢方処方類方鑑別便覧．(株)リンネ（東京），1982．
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誤差逆伝搬型ニューラルネットワーク
(Back propagation method)
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(竹田, 村松他, 東洋医学誌 50; 145, 2000）
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［補足］ 藤平漢方処方鑑別表のしくみ
（更年期障害を例に）

実証, 少陽, 舌〜乾燥白苔, 腹力中

主訴：のぼせ, 顔の火照り

よく, 月経異常, 便秘傾向, 頭痛, 頭重, 

動悸, 腰痛, イライラを伴う。

ときに臍上悸, 臍下悸がある。

女神散の証

入力値 3

入力値 2

入力値 1

虚証, 太陰, 舌〜湿潤無苔, 腹力軟

主訴：月経異常, 瘀血, 貧血傾向
腰, 手足の冷え

胃内停水, 頭重, めまい, 肩こり, 

動悸, 腹痛を伴う。

ときに頭痛, 易疲労, 腰痛がある。

当帰芍薬散の証

ニューラルネットへの学習

入力層細胞：50ﾆｭｰﾛﾝ（項目）
中間層細胞：20ﾆｭｰﾛﾝ
出力層細胞： 20ﾆｭｰﾛﾝ〜

三黄瀉心湯, 桂枝茯苓丸, 通導散, 柴胡加竜骨牡蛎湯, 女
神散, 桃核承気湯, 加味逍遙散, 温清飲, 抑肝散加陳皮半
夏, 柴胡桂枝湯, 甘麦大棗湯, 柴胡桂枝乾姜湯, 五積散, 
桂枝加竜骨牡蛎湯, 半夏厚朴湯, 甘草瀉心湯, 当帰芍薬散, 
温経湯, 四物湯, 帰脾湯

更年期障害の候補薬 20処方



頭痛症例への適用例

有力な処方候補が二つ示されたり, 多数に分散する場合がみられる
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川芎茶調散 (和剤局方・万病回春）

香附子 4 g
川芎 3
羌活 2
荊芥 2
薄荷 2
白芷 2
防風 1.5
甘草 1.5
茶葉 (細茶） 1.5
（細辛）

祛風

疏肝解欝・理気・調経

調和

止痛散寒



川芎茶調散

• 一切の頭痛に用ゆ. 川芎散に比すれば熱軽き者宜し.

（方読弁解, 福井楓亭）

• 此の方, 内因外因及び偏正を問わず, 一切の頭痛に用いて効験あり.

（校正方輿輗,  有持桂里）

• 丈夫, 婦人の諸風, 上攻して頭目昏重・偏正し, 頭疼み, 鼻塞り, 声重く, 傷風, 
壮

熱し, 肢体煩疼し, 肌肉蠕動し, 膈熱痰盛し, 婦人の血風, 攻疰して太陽の穴疼
むを

治す. ただこれ風気に感ぜば, 悉く皆これを治す.
（和剤局方 通行本, 曲直瀬親顕ら, 1732
年）

• 按ずるに此の方, 風気に冒され, 並びに婦人血風の頭痛に尤も妙なり

（衆方規矩 頭痛門,  曲直瀬道
三）



• ラット線条体でドパミンを増加させる.

(Muramatsu, et al. J Trad Med 15.434-435.1998)

• パーキンソン病の運動障害と遅発性ジスキネジアが改善.

(静間 他, 日本東洋医学会誌, 2001)

• catechol-O-methyltransferase (COMT)抑制作用がある.

(Kato et al., J Trad Med 21.34-38.2004)
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競合学習による自己組織化マップ(SOM)の形成



自己組織化マップ(SOM)による検討
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藤平の頭痛への症状診断表に川芎茶調散を加えた13処方で学習させた。
虚実の軸に沿った分布がみられる。

実
虚



川芎茶調散症例の症状入力による表現点をSOMに重ねて表示（紺-四角）。
色つきの○と×は治療効果で，二重丸は著効，一重丸は有効，×は無効。
治療効果と一致したものは暖色で，相違したものは寒色で示す。



構成生薬マップ

13処方の生薬成分表を医療用漢方製剤マニュアルから作成
つづく



生薬成分表（つづき）



構成生薬マップ



構成生薬表から得たSOM

頭痛への有効生薬（一味, 二味組み合わせ）でカラーラベル



結 論

1. 自己組織化マップ(SOM)を応用して頭痛頻用処方の
近縁関係を示した。

2.   漢方薬選択のための診断特徴判別表から2次元SOMを
構成することにより, 13処方が虚実の軸に沿って展開した。

3.   実際の治験例でマップの妥当性が示された。

4.   構成生薬表から作製した2次元SOMは,  異なる効能特性を
もつ処方群が広く展開し, 幅広い様相の頭痛に全体として
対応可能であることを示していた。

5.   SOMを応用した解析は漢方薬の効能や成分の解析に
有用である。


